
１　現状と課題

２　事業目的

３　事業目的を達成するための取組

４　成果指標 （推移の凡例　↗：改善　↘：悪化　→：変化なし　―：数値なし）

５　事業コスト （単位：千円、人）

10,073

6,073

6,073

6,073 3,907

1.0

1.0

0.7

0

12,336 9,336

決算額 職員数

予算額

うち一般財源
合計前年度繰越 当初予算 補正予算

区分

R4年度

R3年度

（予算案）

（要求）
R5年度

10,073

6,073

12,336

No. 指標名 単位

指標なし

R5年度

目標値

達成

状況
目標値設定理由

推移

R3年度

実績

R2年度

実績 推移

R4年度

見込値

健康福祉総務事業
部局 健康福祉部 課・室

次期総合５か年計画（答申書）との対応関係

持続可能で安定した暮らしを守る

～ E-mail kenko-fukushi@pref.nagano.lg.jp

健康福祉政策課

実施期間

政策の柱

①社会福祉審議会の開催

②社会福祉連携推進法人立上げ支援

社会福祉審議会を開催し、次の事項について審議する。

・「長野県障がい者プラン2024（仮）」の策定

・「長野県社会的養育推進計画」の見直し　　　等

社会福祉連携推進法人の立上げに必要な費用の補助を行う。

③次期計画を策定するための検討

事業改善シート（令和５年度実施事業分）

・社会福祉を取り巻く環境や課題は社会情勢の変化に伴って複雑化しており、その対応を図る必要がある。

・信州保健医療総合計画は、「健康長寿」の実現に向けて総合的に施策を推進するため、保健医療に関する各種計画を

一体的に策定。現行計画の終了に合わせ、令和６年度から11年度を期間とする新たな計画を策定する必要がある。

05 01 01 ■当初要求　□当初予算案 　□補正予算案　□点検

現状や課題を把握するとともに、有識者や関係者と協議し、計画推進のための具体的な取組を検討する。

事　業　名
不明

事業番号

・社会福祉審議会において社会福祉に関し必要な審議を行い、その結果を社会福祉政策に反映させる。

・社会福祉連携推進法人の立上げ支援により、社会福祉法人の経営を安定化させる。

・県民、関係機関・団体等の幅広い協力を得ながら、実情に即し将来を展望できる計画を策定する。



2 医療費適正化計画の策定

直接
有識者や関係者で構成される協議会による会議の開催

年５回程度の開催を予定

信州保健医療総合計画の策定

直接
各計画策定主体の代表者から構成される合同会議の開催

年２回程度の開催を予定

（要求） 3,263

千円 千円 千円

No. 細事業を構成する主な取組 実施方法 令和５年度実施内容（予定）（上段：事業概要、下段：活動によるアウトプット）

細事業

No.
細事業名

R3年度

当初予算

R4年度

当初予算

R5年度

当初予算

3 信州保健医療総合計画等策定事業

（予算案）

３団体へ補助予定

No. 細事業を構成する主な取組 実施方法 令和５年度実施内容（予定）（上段：事業概要、下段：活動によるアウトプット）

1
社会福祉連携推進法人立上げの支

援

補助金
社会福祉連携推進法人の立上げに必要な費用の補助

細事業を構成する主な取組

社会福祉審議会の開催

専門分科会等の開催

実施方法

直接

（要求） 3,000

千円 千円 千円

細事業

No.
細事業名

R3年度

当初予算

R4年度

当初予算

R5年度

当初予算

2 社会福祉連携推進法人立上げ支援事業
4,000

（予算案）

6,073

部局 健康福祉部 課・室 健康福祉政策課

令和５年度実施内容（予定）（上段：事業概要、下段：活動によるアウトプット）

社会福祉審議会を開催し、社会福祉に関する事項を審議

年２回程度の開催を予定

専門分科会等において、所管事項を審議

各専門分科会等で年１回～12回程度の開催を予定

直接

1

R5年度

当初予算

R4年度

当初予算

R3年度

当初予算

（予算案）

事　業　名 健康福祉総務事業

事業番号 05 01 01 細事業一覧（令和５年度実施事業分） ■当初要求　□当初予算案 　□補正予算案　□点検

2

1

細事業

No.
細事業名

社会福祉審議会費

No.

1

（要求）

千円

6,073 6,073

千円 千円


